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午前10時17分開会 

○立崎聡一委員長 ただいまから、総務経済委員会

を開催いたします。 

 初めに、本日の委員会ですが、澤谷委員より欠席

の届出がありましたので御報告いたします。 

 それではまず初めに、議案第１号令和７年度網走

市一般会計補正予算、商工振興費、地域応援商品券

事業について、繰越明許費補正も関係していますの

で、併せて説明を求めます。 

○中村幸平商工労働課長 議案資料５ページを御覧

ください。令和７年度一般会計補正予算、商工振興

費、地域応援商品券事業について御説明申し上げま

す。 

 １、補正の理由及び内容ですが、国の物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰

に対する生活支援及び地域内の消費を喚起するた

め、必要な経費を追加補正するとともに、年度内に

事業の完了が見込めないことから、事業費の一部を

翌年度へ繰り越しするものでございます。経費の内

訳は、商品券、チラシの印刷費などが697万4,000

円。商品券配布に関する案内はがきや発送に関する

郵送料、事業周知、広告などに関する経費が946万

6,000円。商品券配布に当たっての封入作業、事業

者登録や換金に関する事務などの業務委託費として

503万3,000円。使用された商品券の換金交付金とし

て５億6,100万円。事業費の合計は５億8,247万3,000

円でございます。 

 ２、補正額（１）歳出予算は５億8,247万3,000円

で、財源内訳は国庫補助金が４億6,188万7,000円。

基金繰入金が１億円、残り2,058万6,000円が一般財

源でございます。（２）歳入予算は、記載のとおり
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でございます。 

 議案資料６ページに移りまして、３、繰越し明許

費は、事業費の一部とし、内訳は記載のとおりで

す。 

 ４、事業の概要ですが、１セット１万7,000円分

の地域応援商品券を、住民登録のある方全員へ配布

するものでございます。配布につきましては、住民

票の世帯ごとの構成人数に応じまして、郵送により

配布するものでございます。なお、商品券の配布は

２月23日の週から順次行いますが、３月末までに全

世帯へお届けする想定でおりますが、年度末に向け

引っ越しや移動の多い時期であることも踏まえ、２

月10日の火曜日から13日金曜日の期間で特設会場も

設定し、窓口引換え配布を行います。商品券の使用

期限は、受取の日から令和８年６月30日までといた

します。 

 説明は以上です。 

○立崎聡一委員長 それでは質疑に入ります。質疑

ございませんか。 

○深津晴江委員 市民の皆様にとっては、待ちに待

った物価高対策ということで承りたいと思います

が、何点か質問、確認させていただきたいのです

が、まず、１セット１万7,000円とした根拠につい

てお示しください。 

○中村幸平商工労働課長 商品券の金額１万7,000

円の考え方でございますが、まず国の物価高騰対策

として、網走市に割り当てられた交付金の額が４億

6,100万円程度となっております。こちらを人口３

万2,000人程度で割った場合に大体１万5,000円の１

人当たりの金額になったところでございます。これ

に加えまして、網走市としてどの程度、物価高騰対

策に力を加えることができるか、これは、過去の商

品券事業でも大体１億円程度の基金を活用しまし

て、何とか積み増しを行ったところでございます。

結果として、前回の7,000円から１万円の上乗せと

いう形で、１万7,000円ということを、前回が１人

当たり7,000円の商品券の額でございました。今回

は交付金の額も、国から割り当てられた額が大きい

というところもあり、それに積み増しも含め、１万

円の上乗せが確保できたというイメージで１万

7,000円としたところでございます。 

○深津晴江委員 国からの交付金が増えたというこ

とで、今までやっていたよりも増やしたというのは

理解したいと思うのですが、昨年のこの事業につい

て、基金繰入金が１億3,400万で、今年が１億円、

プラス一般財源も入れているのですが、いろいろな

考え方はあるかと思いますが、昨年同様の基金繰入

金で、例えば、２万円にするとか、何かそういうこ

との御検討をしたかどうかというところについて、

お伺いしたいと思います。 

○中村幸平商工労働課長 金額の目標値というのが

先にあるわけではなく、当然、市の財政規律といい

ますか、バランスというところを考慮しながら、財

政部局の判断も仰ぎながら、可能な限り積み増した

金額として１万7,000円という数字となったもので

ございます。 

○深津晴江委員 金額については、一般財源も入れ

ておりますが、御努力なさったというのも重々理解

したいというふうに思うのですが、せっかくでした

ら、もう一押し網走市としても、やっていただけれ

ばなというふうな思いはあります。 

 次に、需用費や役務費など、やはり昨年よりも物

価高騰の影響なのかということで上昇しておりま

す。これは例えば、根本的に増えているのか、配布

する件数が増えているのか、昨年と比較いたしまし

て増えている理由についてお示しください。 

○中村幸平商工労働課長 事務費が増えているとい

う御指摘でございますけれども、まずここにつきま

しては、基本的な物価高というのは、この事務関連

の部分にも影響が若干ございます。それで、根本的

に大きく変わった部分といたしましては、１冊

7,000円の商品券だと商品券の紙が７枚であると、

１万7,000円分だと１セット当たり10枚の紙が増え

ることになりまして、市民の方全員３万人、3,000

セット分を今回用意させていただくところになるの

ですけれども、それを考えますと、33万枚の紙がそ

もそも増えているというところ、これが物理的に増

えている部分で一つございます。また郵送の部分で

ございますけれども、やはり受け取りの部分という

ところ、事前の引き渡しというところの件数という

のが、前回は想定していたよりも、郵送で受け取り

になられる方の件数が多かったという部分がござい

ました。実際に窓口で引換えを先にされますと、郵

送の件数が減りますので郵送料というのも抑えられ

るところではあるのですけれども、結果として、実

績に合わせた形で、郵送料も一定程度確保する必要

がございましたので、その部分が要因となっており

ます。 

○深津晴江委員 それについては理解したいという

ふうに思います。今御説明いただきましたが、配布
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方法としましては、特設会場を含む窓口配布と郵送

によるということなのですが、その下の期間を見ま

すと、令和８年２月10日から２月13日というのが、

これ窓口配布の期間というふうに理解してよろしい

でしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 御見込みのとおりでござ

います。 

○深津晴江委員 それでしたら、やはり先程御説明

あったとおり、直接取りに来ていただける方たちも

多いかとは思いますので、この期間を少し増やし

て、本当職員の皆様は大変かと思うのですが、土日

などを活用して、やはり配布を増やして少しでも郵

送費を減らすということも大事かなというふうに思

うのですが、この期間については延長するというこ

とは難しいでしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 委員御指摘のとおり、窓

口での配布を増やすことで郵送の件数を実際経費と

して抑えることができる、これについての検討とい

うのは実際に行っているところでございます。ただ

一方で、御手元のほうに郵便受取という形を御希望

される方が一定いる中で、この郵送期間というの

が、どうしても郵便局との協議の中で、期間がどう

しても必要になると。それを確実に御手元に配って

いくためには、網走市の場合、12月末の世帯数で1

万7,700世帯を超える世帯数がございますけれど

も、そちらに確実にお届けするというための郵送の

日数というのを一定程度確保しなければならないと

いう部分がございましたので、そこを３月中には完

了させるという日程から逆算したときに、どうして

も郵送の配布を２月23日の週から行う、そのために

は、その前の週までに、件数、内容というものをき

ちっと精査した上で、確実にお届けするという作業

が必要になると。そのために最大限、これから商品

券などの発注とか印刷とか、そういったのを踏まえ

て最短でお配りする期間というのを確保しようとし

た結果、今回の４日間となっております。なお、平

日のほかに、この間祝日が１日含まれておりますの

で、そこも含めて何とか御活用いただければなとい

う想定でおります。 

○立崎聡一委員長 他に。 

○石垣直樹委員 昨年度の第１回臨時会でも上がり

まして、そのときはたしか7,000円で、何とか１万

円にならないかという意見があったかと思います。

今回は１万7,000円ということで、これまず１点、

今回議決される前にこの１万7,000円というのが新

聞報道等で先にされていて、あれっというのが思っ

たのですけれども、これ議員に伝える前に記者たち

に発表する場があったのですか。 

○中村幸平商工労働課長 昨日、定例の記者懇談会

がございまして、そこの中で今回の臨時会にこのよ

うな御提案をさせていただく予定でおりますという

旨の説明をさせていただいております。 

○石垣直樹委員 議案を出すということが説明あっ

たということで理解いたしました。 

 昨年度は国から、たしか１億2,700万円程度。今

回は４億6,000万ということで、約４倍の金額が来

ています。政権が代わって国民の物価高対策をする

とおっしゃっておりましたので、それが実行された

のかなと思うのですけれども、こういった市民に直

接物価高対策されるのと、今後これ以外に何か市民

に届く物価高対策が国のほうで動きがあるのか、何

か原課として押さえているものがあれば、お示しく

ださい。 

○中村幸平商工労働課長 今お示しのありました国

からの物価高騰対策の今後の動きというのはどのよ

うなものかというところかと思いますけれども、市

のほうも担当の部分といたしましては、現在動い 

ているこの事業のみ承知しているところでございま

す。 

○石垣直樹委員 すいません、ちょっとずれてしま

ったかもしれませんけれども、ありがとうございま

す。 

 以上です。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 

○山田庫司郎委員 確認も含めてなのですが、金額

のことは各議員からいろいろ出ていましたから、網

走は７が好きなのかなと単純に思っているわけです

けれども、２万になればありがたいなというふうな

気持ちは一つあります。ただ、国の予算がどうなる

かということで、新たに選挙の話まで出てきていま

すから、本格的な物価対策が遅れてくる状況が一つ

考えなければならないというふうに思いますので、

この事業について、速やかに市民の手に渡るように

考えてくれて今提案を受けているわけですが、流れ

を確認しますけれども、１回役所から各該当者には

がきが行くのですね。そのはがきをもって、券に換

えていただくように、行くことになるのですか。そ

して、行けない方については、券を郵送するという

流れになっていまして、３月いっぱいには手元に行

くように網走市としては考えているということなの
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ですが、一連の流れを説明していただければありが

たいのですが。 

○中村幸平商工労働課長 今委員がおっしゃられた

とおりでございますが、改めて説明をさせていただ

きますと、まず２月10日から13日の間に、窓口での

配布を行う予定でございます。その際に必要になる

引換券、そしてこの事業に関する御案内というのを

１月の末から各世帯にはがきという形でまず送らせ

ていただきます。そのはがきをお持ちになって、先

ほど申し上げた2月10日から13日までの間、窓口で

の引換えというのが可能となります。そこでの受け

取りが必要ないですよ、あるいは郵送を待ちますよ

という方につきましては、事前の配布を完了した後

の数量とかを確認した上で、各世帯に郵送にて送ら

せていただくと。そして、その日程が３月までに完

了させるという見込みで現在のところ行こうと思っ

ております。 

○山田庫司郎委員 わかりました。それで、職員の

方も選挙がある、年度末だ、予算だと大変な時期だ

というふうに思うのですが、やっぱりここは頑張っ

ていただければというふうにちょっと思いますし、

先ほど特設会場ということですから、市役所も使う

し、移動しながら券の配布事務をやることになるの

かなと思うのですが、その辺どうなんでしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 窓口配布という形での特

設会場の設定でございますが、網走市役所の１階の

ホール、またエコーセンター、総合体育館、あと郊

外地区になりますが、北浜地区、卯原内地区、藻琴

地区、呼人地区、それぞれで日数と時間を設定し

て、窓口を設定しようと考えております。加えて今

報道にありますとおり、選挙の報道が出ているとこ

ろなのですけれども、各会場というのが選挙会場に

なったり、あるいは期日前投票の会場となったりと

いう部分がありますので、そこについても、現時点

で想定しているものと実際の選挙の動きというもの

を考えて、御案内の中でもし変更が出るようであれ

ば、きちんとお伝えをしながら対応してまいりたい

と考えております。 

○山田庫司郎委員 会場を移動しながら、市民の皆

さんが利用しやすいようにしていきたいと。ただ、

市役所はずっと動かさないでやるということでいい

のですか。ここも日数的にはなくなって、違うとこ

行っちゃうという話になるのか。それと、時間なん

です。本当は５時半で終わって、職員を帰すべきが

本当は基本ですけれども、仕事が終わってから来る

方もいらっしゃると思うのですが、幾らか時間延長

をするようなことも考えているのかどうか。 

○後藤利博副市長 私のほうから、選挙の予定とい

うことも含めて特設会場の部分についてお話をさせ

ていただきたいと思います。現在まだ報道の段階で

すけれども、選挙の投票日が２月８日とか15日と

か、その辺を軸にというような、報道ではそういう

ようなお話を聞いています。仮に２月15日が投票と

いうことになりますと、期日前投票をやるというこ

とになると、ちょうど特設会場を設ける時期とぶつ

かってしまいます。もしその場合に、例えば市役所

で大きい期日前投票ということで通常開設していま

すけれども、そうなったならば、場所の問題とか時

間の問題がバッティングしてしまうと、できないと

いうこともあります。そうなりますと、選挙は当然

優先に考えるということになると思いますので、そ

こは、はっきりとした日程が決まった形で、どこを

特設会場として使っていくかということを決定し

て、お知らせをしていくというようなことになろう

かと考えてございます。 

○山田庫司郎委員 対応する時間はいかがなのでし

ょうか。 

○後藤利博副市長 同じです。期日前投票の時間も

夜までやったりしますから、そこはやっぱり、まず

日程で確実にここでやりますということを決定でき

るのかなというふうに考えております。 

○山田庫司郎委員 券の引換えも会場を別にして実

施をするときには、期日前投票が８時くらいまでや

っているので、それと同じような形で対応するとい

う考え方だということで理解していいのでしょう

か。 

○中村幸平商工労働課長 期日前投票の時間と合わ

せることができるかどうか、金券の管理という部分

もございますので、そこについては今後検討したい

と思いますが、可能な限り幅広い形で受け取りに来

られる方への対応というのに努めてまいりたいと考

えております。 

○山田庫司郎委員 私は期日前と併せて利用しやす

いようにという意味ではなくて、なるべく開設時間

を５時半ではなくて、仕事を終えられてから券を換

えたい人もいらっしゃるのではないかと。ですか

ら、職員の皆さんには負担かけるけれども、例えば

７時ぐらいまでは開設しときますよとかという考え

方があるのかどうかをちょっとお聞きしただけで、

期日前とセットにしなくていいですから。 
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○中村幸平商工労働課長 ２月10日から13日までの

期間、こちらを延ばすということが物理的にできな

い理由が一つございます。なぜならば、取りまとめ

た商品券自体を郵送という形で市民にお届けする必

要があるため、そこのところで可能な限り10日から

13日までの間の時間帯になりますが、午前10時から

午後４時までというところを基本に考えております

が、そこについては柔軟な対応ができるよう努めて

まいりたいと考えております。 

○山田庫司郎委員 そこでこぼれた方には郵送で届

きますというセーフティーネットがあるからいいの

かもしれませんが、気持ちとしては、今聞きました

10時から4時ということですから、日中来られる方

と来れない方もいらっしゃるとなれば、無限に延ば

せという意味ではないのですが、幾らかの対応も必

要かなと思ったのですけれども、それは難しいとい

うことですから、ぜひ市民に周知していただければ

と、その辺をきちっとね、そういうふうに思います

ので、お願いします。 

○立崎聡一委員長 他に。 

○石垣直樹委員 先ほど聞き忘れたのですけども、

今回５億8,000万円配るのに製本代、広告料、委託

料とか毎回かかるのですけども、ほかの自治体、福

岡市の高島市長は、規模が違うのですけれども、こ

の手数料がもったいないと、福岡市に関してはこれ

だけで10億かかってしまうんだというような声を出

す首長も出てきました。さすがにこの部分もできれ

ば市民に配れたなあと思うのですけれども、現状の

やり方だとこれが現実的だと思うのですけれども、

原課としては、今後マイナンバーを使っていくと、

この部分を圧縮できるよというような思いとか考え

とか将来に向けて何かあるのですか。 

○中村幸平商工労働課長 事務効率をいかに改善し

ていくかという話になるかと思うのですけれども、

その部分については、当然考えていくべきところと

思います。紙の商品券がいいのか、デジタルの商品

券がいいのか、ただ実際には決済手数料がかかるお

かげで、事業者への手元に残るお金は減るですと

か。あるいは域外に決裁手数料が流出する可能性が

考えられる部分。印刷などを地元の製本業者などに

お願いすることにより、それも含めて、地域に可能

な限りお金を回していくことができるのではない

か。そういった様々な想定をしながら検討・研究を

してまいりたいと考えております。 

○立崎聡一委員長 他に。 

○深津晴江委員 この応援券を使えるところ、多分

商工会議所さんともいろいろ連携しながら進めてい

らっしゃるところだというふうに思いますが、たし

か網走市内に店舗があるところというところがあっ

たかと思うのですが、例えば、キッチンカーさんで

すとか、何かそういうところうは利用できるかどう

かというところはいかがでしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 具体的にキッチンカーの

取扱いというものを可とする、不可とするというと

ころの検討はこれまでしておりませんが、網走市内

で事業者登録をされている方が、商品券を活用した

生産方法、そういったものに御対応いただけるので

あれば、登録の可能性は十分あるのかなと考えてお

ります。 

○深津晴江委員 店を構えていなくても、そういう

のが可能だということで押さえておきたいと思いま

すが、いかがでしょう。大丈夫でしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 店舗の形態というもの

は、それぞれの事業者さんの形があるかと思います

ので、事業者登録に適うかどうかというところが、

基本の形になるかと考えております。 

○立崎聡一委員長 他に。 

○村椿敏章委員 一つ、配布対象者の②ですね、１

月２日から５月31日までの出生及び転入の届出があ

った方という部分が入っているのですけれども、こ

の部分というのは、前もあったかもしれませんが、

この部分を入れた理由があれば説明していただきた

いなと。 

○中村幸平商工労働課長 まず配布対象者につきま

して、網走市民というところを想定したときに、予

算を積み上げていく部分では、まず一つの基準の日

を設けなければ数字が動いてしまう部分がございま

すので、それにつきましては、１月１日時点の網走

市の住民の方というところが①の部分になります。

当然網走市への異動・転入あるいは出生という形

で、これまでもそうですけれども、人口の異動とい

うのはこの後も動いてくるところがございます。商

品券の実際の発送のタイミングというものが、１月

１日時点ではなく、２月になっていく、また３月に

郵送も行うところなのですけれども、使用期限を６

月まで設定している中で、きちんと御手元にお届け

できる対象になる方の幅を可能な限り拾いたいとい

うか、対象を広げたいというところで、このような

形で②番の部分も含ませていただいているというこ

とで、これまでも実施しております。 
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○村椿敏章委員 転勤で出ていくような人の場合

は、その転勤で出る前にいただくというような、そ

ういう形になればいいということでしょうか。 

○中村幸平商工労働課長 網走から住民票がなくな

る方につきましては、基準日時点で対象となってい

れば、その方については発送対象となります。 

○村椿敏章委員 わかりました。あと、この想定し

ている対象者の人数が、転入される方が多くなった

ときとか、そういう場合の対応というのを何か考え

ているのですか。 

○中村幸平商工労働課長 想定している住民の方の

人数というところでございますけれども、１月１日

時点では３万1,505人というのが、住民票に登録さ

れている方の人数となっております。これまでのこ

の期間の異動実績といいますか、過去の数字を参考

としながら3万3,000セットの準備ということを今し

ようと考えているところでございます。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なきようなので、お諮りしたいと思います。 

 議案第１号令和７年度網走市一般会計補正予算

中、観光商工部所管分について、全会一致により原

案可決すべきものと決定してよろしかったでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定いたしました。 
 

○立崎聡一委員長 次に、議案第１号令和７年度網

走市一般会計補正予算、漁業振興費、漁業調査船整

備事業補助金について説明を求めます。 

○渡部貴聴水産漁港課長 続きまして、議案資料１

号の３ページを御覧ください。令和７年度一般会計

補正予算、漁業振興費、漁業調査船整備事業補助金

について御説明いたします。 

 １、補正の理由及び内容でありますが、網走漁業

協同組合が実施する漁業調査船整備事業について、

北海道の地域づくり総合交付金の交付額が内示され

たこと、また、本年度の網走漁協の水揚げが前年を

大きく下回ったことから、補助金の額を増額するも

のでございます。 

 ２、補正額でありますが、（１）歳出予算につき

ましては、漁業調査船整備に対する補助金として

8,400万円を追加し、補正後の額を１億9,820万円と

するものです。財源につきましては記載のとおりと

なります。（２）歳入予算につきましては、道補助

金が申請額１億に対し、内示額が9,820万円となっ

たため、180万円を減額し、補正後の額を9,820万

円。また、基金繰入金8,580万円を新たに計上する

ものでございます。 

 以上です。 

○立崎聡一委員長 それでは、質疑に入ります。質

疑ございませんか。 

○山田庫司郎委員 今年も漁業関係、サケ含めてで

すが、非常に厳しい状況でしたから、この調査船が

どういうふうに生きてくるか私も分かりませんが、

ぜひ早めに進水いただいて使えるようにしていきた

いと、私もそう思いますので、この予算については

了解をさせていただきますが、７年度予算のときに

は、進水が７月頃にできるという予定だったのです

けれども、いろいろ経過があるのかもしれません

が、今どの辺の状況になっていて、いつ頃できるの

かも含めて、もし把握してれいば教えてください。 

○渡部貴聴水産漁港課長 漁業調査船の進水等の進

捗状況でございますけども、まずこの地域づくり総

合交付金につきましては、指令前着手できますの

で、４月１日時点で建造を始めている状況で、進水

が10月１日、それから網走港に回航してきて、お披

露目会を漁協のほうでしまして、それが10月６日に

行っていまして、実際に10月６日以降は、各種調査

をしている状況でございます。 

○山田庫司郎委員 恥ずかしいです。それはもうあ

りがたいことです。そしたら、後からやっぱりお金

の補助を、出来上がったけれども、漁協の状況を含

めて、これを支援するということの今回の補正だと

いうことですね。そうしたら、いろいろな意味でも

動き出していて、調査等も含めて動いているのだろ

うというふうに思います。 

 わかりました。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 

○石垣直樹委員 この件に関しては、令和７年度の

当初予算で１億1,420万円の支援が決まっておりま

す。日頃から、毎年というか、漁業組合の皆様から

は、市に対して多額な金額の寄附金を何回もいただ

いているという経緯があります。今回、最終的に道

の補助金が減額されたと。また水揚げも少ない中

で、さらに増額して補助するという動きで、総額に

対して、網走市の補助が占める割合が高いのかなと

若干思うところもあるのですけれども、この水産振

興基金繰入金というのは、例えば、ふるさと納税の
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基金なのか、どういった基金なのか教えてくださ

い。 

○渡部貴聴水産漁港課長 水産振興基金につきまし

ては、網走市の水産業に資するために寄附をいただ

いたお金でございまして、今お話しいただきました

ように基本的には漁業関係者が多いのですけれど

も、誰が寄附しなければならないということではな

くて、寄附するときの目的としまして、水産業に資

するために寄附をしたいという方からいただいた寄

附金となってございます。 

○石垣直樹委員 それでは、その基金本来の使い方

をこの事業で行ったのかなというふうに、逆に、そ

れ以外になかなかこの基金使い道は突発的な事故が

ないと使いづらいのかなというふうな認識ではござ

いますが、恐らくこの若汐に関しては、15年から20

年たったら、また新たに新造しなければいけないと

思うのですけれども、その際には、この事例が参考

にされると思います。そのとき、僕たちは多分いな

いと思うのですけれども、前回に若汐を造ったと

き、網走市は半分以上寄附してくれたから、今回も

お願いしてみようというような流れになる前例をつ

くることになると思うのですけれども、未来に対し

てそういった懸念というか、そういった対策という

か、何かお考えがあればお示しください。 

○渡部貴聴水産漁港課長 今回の漁業調査船に対す

る補助というものは、非常に特殊であるという認識

で私たちもおります。基本的に地域づくり交付金と

いう道の補助金を使う中で、それに対して、当市と

しましては上乗せをすることはほとんどございませ

ん。ただ説明でもお話ししましたように、現在漁業

は非常に大変な状況となっております。水揚げ金額

が対前年比74％、これ37億円減となっています。漁

協はこの水揚げから、市場の手数料のみを収入とし

ていますので、これだけで約１億8,000万円の減。

もっと見ますと、サケについては今年49億円減とな

っています。さらに来年度につきましても、この先

見通しがつかない状況です。ホタテにつきまして

は、今年量は減りましたけれども、金額は非常に高

かったので、金額自体は非常にいいぐらいなのです

けれども、量が少ないということは、来年度以降や

はり様々な懸念がある状況です。ホタテの稚貝につ

きましては、昨年全道的な採苗不振があって、今年

については水揚げ量とも２分の１程度。このような

状況の中で、当市としましても漁業調査船が占める

役割というものが非常に大きいものでございます。   

 前回は平成10年に若汐丸が造られまして、それの

利用状況、それから功績を見た中でも引き続き、市

としてもこの漁業調査船が当市の基幹産業である水

産業に対して、非常に重要であるという認識から、

今回特別にこのような、予算自体は基金を活用する

ことになりましたけれども、このような形で支援を

することが必要だという認識で決定したものでござ

います。 

○石垣直樹委員 それを言われたくなかったのです

けれども、そういう実態は重々承知していて、この

議案には全くもって反対するものではないのですけ

れども、将来にまた造るときに、おっしゃるとおり

特殊だと思うのですよ。特殊な出し方だと思うので

すよ。20年後の方が、過去はこうしていたから網走

市こうしてくれとか、網走市こうしようという流れ

になるような懸念がないのかなと思って。漁業が本

当につらい、ぜひとも支援するべきだと私は思って

おります。将来のそういった懸念がないか、あのと

きは特殊な事情があったんだよということを残せ

る。20年後の職員が、20年後の漁業職員が見て、何

かこう、そういうのがないのかなと。多分僕たちは

もういないのでいいのですけれども、一つの前例を

つくっていくことになってしまいますので、何かな

いのかなと。もし何かあれば。 

○渡部貴聴水産漁港課長 御指摘のとおり、そのよ

うな懸念は確かにありますけれども、当然ですけれ

ども、そのときの状況は私たち今も読めないです。

さらに言いますと、今私は水産業の実情、それから

原課として市として必要だという認識をお話ししま

したけれども、これが、議員の皆さんが、それは違

うというお話をされれば、当然この予算自体は議決

されないものとなります。そこは本当にそのときの

状況によるものだと思いますので、私たちは市の理

事者としては必要だという認識で今回上げさせてい

ただいています。漁協からもそういう要望も受けて

いるので出していますけれども、最終的にそこを御

判断いただくのは、私は市民であり市議会議員の皆

様であるというふうに認識しています。 

○石垣直樹委員 繰り返しになりますが、この議案

に反対するものではなくて、記載の状況も分かって

いる中で、今の状況を含めて判断する。20年後もそ

の状況を踏まえて判断するということで理解いたし

ます。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、お諮りいたします。 

 議案第１号令和７年度網走市一般会計補正予算

中、農林水産部所管分については、全会一致により

原案可決すべきものと決定してよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定いたしました。 
 

○立崎聡一委員長 次に、議案第２号潮見市営住宅

Ｂ棟建設建築主体工事、１工区請負契約の一部変更

について、説明を求めます。 

○小原功建築課長 議案資料２号、12ページを御覧

願います。潮見市営住宅Ｂ棟建設建築主体工事、１

工区請負契約の一部変更について御説明いたしま

す。 

 令和７年網走市議会第２回定例会において、議決

を得ました表記、工事請負契約の締結に係る契約金

額について、国の社会資本整備総合交付金を活用

し、工事完成まで継続して施工することに伴い、変

更後の請負契約が10％以上増額となりますことか

ら、次のとおり変更するものでございます。 

 令和７年６月26日に議決をいただいた、工事請負

契約の締結に係る契約金額を変更するもので、契約

前の契約金額が２億6,235万円。契約後の契約額が

５億4,726万1000円でございます。なお、本契約変

更に係る経費につきましては、昨年12月の令和７年

第４回定例会にて、補正予算を計上したところでご

ざいます。 

 説明は以上でございます。 

○立崎聡一委員長 質疑に入ります。 

○深津晴江委員 請負契約について、根本的には反

対するものではもちろんないのですが、契約金額に

ついて、一行で変更前、変更後というふうに金額が

載っているのですが、この詳細について、もう少し

詳しく教えていただきたいというふうに思います。 

○小原功建築課長 １工区につきましては、６月26

日に契約があった工事について、このときは令和７

年度分としてこの２億6,235万円に当たる分とし

て、令和７年度中にＲＣ三階建ての躯体までを完成

させるという契約でございました。昨年11月に次年

度の国の予算のヒアリングがございまして、このと

きに令和８年度分についても継続した工事であるの

で、優先してその交付金を充てるということが確認

できましたことから、継続して工事を行うため、通

年で行う場合に必要なこの５億4,726万1000円、こ

ちらに契約を変更したものでございます。 

 先ほど躯体工事と申しましたが、今年度分の事業

費として行っていたものが基礎に係る工事、くい工

事を含めてですけれども、それとコンクリートの打

設にかかる鉄筋の組立てとか、生コンクリートの打

設ですとか、そういったことに係る経費で２億

6,235万円を見ていたところでございます。今後増

えるものにつきましては、次年度予定していた工事

としては、今回は建築工事ですので主に内装工事に

係る部分を次年度見ていたものでございます。あと

サッシの取付け工事も次年度分として見ていたとこ

ろでございます。 

○深津晴江委員 内容については、令和７と令和８

年で継続してやっていくものだということについて

は理解したいと思うのですが、国の交付金が出てる

と、全て交付金ということでよろしいですか。 

○小原功建築課長 昨年の12月の議会のときに御説

明申し上げたことの繰り返しになりますが、建設工

事に係る部分は１工区と２工区とあと電気設備、全

て次年度分の工事を継続するということで、８億

4,000万円の補正を計上させていただいたところで

ございます。この８億4,000万円のうち、国庫補助

金につきましては、約１億7,000万円というところ

でございます。 

○深津晴江委員 変更後の金額については出ていま

すか...。 

○立崎聡一委員長 休憩します。 

午前11時02分休憩 
 

午前11時15分再開 

○立崎聡一委員長 再開いたします。深津委員の質

疑に対する答弁から。 

○小原功建築課長 まず当初の契約につきまして

は、令和７年６月に議決をいただきました、この資

料に記載の変更前の額２億6,235万円。これは、令

和７年度に必要な工事の費用として、計上させてい

ただいたところでございます。昨年の12月には、令

和８年度分も継続して工事を行うということで、今

回、ここに記載の令和７年度分と８年度分の合わせ

た必要な工事費が建築工事の１工区については、５

億4,726万1,000円となりました。 

 今回議会の議決を得ようとしていることについて

の理由でございますが、当初議決を得たその１億

5,000万円以上の工事の請負契約の締結について、

この金額が10％以上となる場合には、改めて議会の
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議決が必要ということになりますので、今回御提案

させていただいているところでございます。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それではお諮りいたします。議案第２号潮見市営

住宅Ｂ棟建設建築主体工事（１工区）請負契約の一

部変更について、全会一致により原案可決すべきも

のと決定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定いたしました。 
 

○立崎聡一委員長 次に、議案第３号潮見市営住宅

Ｂ棟建設建築主体工事（２工区）請負契約の一部変

更について、説明を求めます。 

○小原功建築課長 議案資料13ページを御覧願いま

す。潮見市営住宅Ｂ棟建設建築主体工事（２工区）

請負契約の一部変更について、御説明いたします。 

 令和７年網走市市議会第２回定例会において議決

を得ました、表記工事請負契約の締結に係る契約金

額について、国の社会資本整備総合交付金を活用

し、工事完成まで継続して施工することに伴い、変

更後の請負契約が10％以上増額となりますことか

ら、次のとおり変更するものでございます。 

 令和７年６月26日に議決を頂いた工事請負契約の

締結に係る契約金額を変更するもので、契約前の契

約金額が２億9,403万円。変更後の契約額、これは

令和７年と８年度分の必要な工事費ですが、６億

1,028万円でございます。本契約に係る経費につき

ましては、昨年12月の令和７年第４回定例会にて補

正予算を計上したところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○立崎聡一委員長 質疑に入ります。質疑ございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 お諮りいたします。議案第３号潮見市営住宅Ｂ棟

建設建築主体工事（２工区）請負契約の一部変更に

ついて、全会一致により原案可決すべきものと決定

してよろしかったでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定いたしました。 

 

○立崎聡一委員長 次に、議案第１号令和７年度網

走市一般会計補正予算、道路橋梁新設改良費、橋梁

長寿命化修繕事業について、繰越明許費補正も関係

しておりますので、併せて説明を求めます。 

○村上雅彦都市整備課長 それでは議案資料の７ペ

ージと８ページになります。令和７年度一般会計道

路橋梁新設改良費補正予算、橋梁長寿命化修繕事業

の歳入歳出予算の補正と繰越明許費の設定につい

て、御説明をさせていただきます。 

 本補正は、国の補正予算を活用し橋梁の長寿命化

を図るため、次の経費を追加補正するものです。ま

た、事業の完了が見込めないことから、追加補正す

る事業費の全額を翌年度に繰り越しいたします。内

訳といたしましては、橋梁長寿命化に係る工事請負

費となりまして、１億3,900万円となります。 

 ２、補正額、（１）歳出予算、補正前の額が

3,300万円、補正額１億3,900万円。補正後の額１億

7,200万円となります。今回の補正額に対する財源

内訳は記載のとおりとなっております。歳入予算に

つきましても表に記載のとおりとなっております。 

 ３、繰越明許費の内訳につきましては、今回追加

補正する額の全額を翌年度に繰り越しさせていただ

きたいと考えております。工事等を行う場所等につ

きまして、次ページに位置図を添付しておりますの

で御覧願います。 

 説明は以上となります。 

○立崎聡一委員長 質疑に入ります。質疑ございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、議案第１号令和７年度網走市一般会計補正

予算、港湾建設費、国直轄港湾整備事業負担金につ

いて、繰越明許費補正、及び債務負担行為補正も関

連しておりますので、併せて説明を求めます。 

○立花学建設港湾部長 議案資料９ページを御覧く

ださい。令和７年度一般会計港湾建設費補正予算、

国直轄港湾整備事業負担金の歳入歳出予算の補正と

繰越明許費の設定について、御説明いたします。 

 １の補正の理由及び内容でありますが、国の補正

予算により、国が行う南防波堤改良工事に係る国直

轄港湾整備事業の工事費２億7,500万円に対し、当

市負担分に当たる15％の国直轄港湾整備事業負担金

が増額となるため、次の経費を追加補正するもので

あります。なお、事業の完了が見込めないことか

ら、事業費の全額を翌年度に繰越しするものであり

ます。 

 ２の補正額でありますが、歳出予算の補正前の額

が9,450万円。補正額が4,130万円。補正後の額が１

億3,580万円となり、財源内訳は全額市債でありま

す。歳入予算は記載のとおりであります。 
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 ３の繰越明許費の内訳でありますが、今回追加す

る補正額を翌年度に繰越しするもので、上限額は

4,130万円であります。次ページには施工箇所の位

置図を記載しておりますので、御確認いただきたい

と思います。 

 次に議案資料１ページ、資料１号、３段目を御覧

ください。３、債務負担行為の補正について御説明

いたします。国の補正予算により、国が行う南防波

堤改良工事に係る国直轄港湾整備事業の国庫債務負

担行為、ゼロ国債に当たる工事費１億7,500万円に

対し、当市負担分に当たる15％の国直轄港湾整備事

業負担金を国が債務負担行為の設定を行うため、当

市においても同様に、国直轄港湾整備事業負担金の

債務負担行為の限度額の設定を行おうとするもので

あります。債務負担行為の限度額の設定額は2,630

万円であります。 

 説明は以上でございます。 

○立崎聡一委員長 それでは質疑に入ります。質疑

ございませんか。 

○村椿敏章委員 確認ですけれども、この防波堤、

年度ごとに計画しているのだと思うのです。あとあ

わせて、どのような工事をしているのか、今回の延

長がどれくらいなのか、その概要についてお示しく

ださい。 

○立花学建設港湾部長 今回、南防波堤の工事につ

きましては、改良工事については、平成20年度から

進めている工事でありまして、これまで20年度から

688メートルが完了しております。今回工事を行う

内容でございますけれども、防波堤のかさ上げに関

わる上部工、それから消波工について27メートル、

防波堤のかさ上げ工事として行うというものでござ

います。 

○村椿敏章委員 かさ上げの高さが何センチでした

っけ。 

○立花学建設港湾部長 失礼いたしました。かさ上

げの高さではなくて、整備の延長が27メートル整備

するというものでございます。 

○村椿敏章委員 27メートルの延長ということです

ね。かさ上げというのはどれくらいされるのか、分

かれば。 

○立崎聡一委員長 暫時休憩いたします。 
午前11時25分休憩 

 
午前11時26分再開 

○立崎聡一委員長 再開いたします。村椿委員の質

疑に対する答弁から。 

○立花学建設港湾部長 失礼いたしました。今回か

さ上げする高さですけれども、現状の防波堤の高さ

から2.9メートルかさ上げするものでございます。 

○村椿敏章委員 かなりかさ上げするということが

分かりました。ただ、延長も短いですし、これから

も結構整備していかなければならないというのが分

かりましたので、引き続き整備を慎重にしていって

いただけたらと思います。 

 以上です。 

○立崎聡一委員長 他にございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 お諮りいたします。議案第１号令和７年度網走市

一般会計補正予算中、建設港湾部所管分について、

全会一致により原案可決すべきものと決定してよろ

しかったでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定いたしました。それでは、ここで

理事者退席のため暫時休憩いたします。 

午前11時27分休憩 
 

午前11時28分再開 

○立崎聡一委員長 再開いたします。次に行政視察

について協議いたします。 

 まず例年実施しております行政視察ですが、令和

８年度について、実施すべきか否かについての御発

言願います。 

○山田庫司郎委員長 実施すべきだというふうに思

います。ただ、予算の増額を求めていると思います

が、それが付くか付かないかによって行く場所も含

めてまた動くと思いますけれども、実施をすべきで

す。 

○立崎聡一委員長 皆さんそのような御意見でよろ

しかったですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 それでは令和８年についても例年どおり実施する

方向で進めたいと思いますが、よろしかったでしょ

うか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 山田委員のほうからお話があったとおり、予算は

今後決まっていくのですけれども、その中身につい

ても正副でお話をしながら考えていきたいなという

ふうに思います。 

 次に日程のほうなのですが、改選の翌年について

は５月に実施していたところでございます。次年度

も５月に実施するということでよろしかったでしょ

うか。 
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〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 そのように決定したいと思います。 

 視察先との調整もございますので、５月に実施で

きるよう取り進めたいと思います。 

 次に視察項目・視察先ですが、２月６日まで期間

を設けますので、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ等で提案のほ

うがあれば、よろしくお願いしたいと思います。候

補がまとまりましたら視察先を決定するため委員会

を開催したいと思いますが、よろしかったでしょう

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 そのように進めたいと思います。 

 全体を通して何か各委員からございませんでしょ

うか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、これで総務経済委員会を終了いたしま

す。 

 御苦労さまでした。 

午前11時30分閉会 

 


